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【
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ（
Ａ
コ
ア
）】

「
売
上
・
利
益
向
上
、
協
働
連

携
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
」を

テ
ー
マ
と
し
、（
株
）
ヤ
マ
ト
醤

油
味
噌
を
見
学
し
て
食
育
、
商
品

開
発
の
考
え
方
、
原
価
計
算
と
利

益
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

食
品
衛
生
の
基
礎
知
識
の
習
得

や
、
５
月
に
七
尾
市
南
大
呑
で
作

付
け
し
収
穫
し
た
有
機
農
法
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア

コ
ロ
ッ
ケ
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
文
化
・
語
学
グ
ル
ー
プ（
Ｂ
コ
ア
）】

「
七
尾
市
南
大
呑
地
区
及
び
七

尾
地
域
の
魅
力
の
発
掘
と
、
そ
の

国
内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」を
テ
ー

マ
に
、
県
内
の
新
旧
名
所
の
見
学

の
ほ
か
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
能
の

鑑
賞
や
県
立
能
楽
堂
で
の
加
賀
宝

生
の
体
験
を
通
し
て
芸
術
・
文
化

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
後
は
、
南
大
呑
地
区
を
英
語

で
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
誌
の
作
成
や
石

川
の
食
文
化
に
つ
い
て
も
学
ぶ
予

定
で
す
。

【
情
報
グ
ル
ー
プ（
Ｃ
コ
ア
）】

「
地
域
振
興
に
係
る
情
報
収
集
、

解
析
及
び
発
信
技
術
の
習
得
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
て
七

尾
市
内
の
危
険
箇
所
や
観
光
名
所

の
位
置
計
測
を
行
い
ま
す
。
蓄
積

ビジネスグループ（Ａコア）

S
e
m
in
a
r
C
o
m
m
u
n
ity

は「
人
間
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」の
一
環
と

し
て
、
学
生
が
地
域
に
出
向
き
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
人
間
性
を
養
い
、

学
生
の
自
己
発
見
と
人
生
観
や
職
業
観
を
育
て
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
１

年
生
全
員
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ（
コ
ア
）に
分
か
れ
、
本
格
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

し
た
デ
ー
タ
を
地
理
情
報
と
し
て

電※
子
国
土
に
掲
載
し
、
地
域
の
安

全
マ
ッ
プ
や
観
光
マ
ッ
プ
づ
く
り

を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、沢
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
も
、

『
電
子
国
土
』
を
活
用
し
七
尾
市

の
美
し
い
景
観
を
写
真
と
地
理

情
報
で
紹
介
す
る
『
七
尾
百
景
』

（h
ttp
://n
a
n
a
o
.se
iryo

-la
b
.

jp
/n
a
n
a
o
1
0
0
/

）
と
い
う
サ

イ
ト
を
既
に
公
開
し
て
お
り
、
国

土
地
理
院
の
電
子
国
土
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

（
Ｄ
コ
ア
）】

「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
通
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
の

基
礎
的
素
養
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
経
営
・
実
務
能
力
を
養

成
す
る
」こ
と
を
目
標
と
し
、
活

動
し
て
い
ま
す
。
陸
上
記
録
員
資

格
の
取
得
の
ほ
か
、
七
尾
湾
で
の

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
体
験

や
地
元
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
行
事

の
参
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
、
今
後
は
七
尾
市
で
の
ス
ポ
ー

ツ
フ
ァ
ー
ム
開
設
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

※『
電
子
国
土
』
と
は
、
国
土
地
理

院
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

提
供
し
て
い
る
地
図
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
で
、
国
土
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
統
合
し
て
、
幅

広
い
分
野
で
活
用
で
き
る
機
能

を
備
え
た
電
子
地
図
で
す
。

スポーツマネジメントグループ（Ｄコア） 情報グループ（Ｃコア）

文化・語学グループ（Ｂコア）

本
格
始
動

Sem
inar

C
om
m
unity

―
セ
ミ
ナ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
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08 ÇÀ ET LÀ

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
国
際
・
観
光
コ
ー
ス
を
専

攻
す
る
学
生
を
対
象
に
し
た
集
中

講
義
「
観
光
実
務
演
習
」
で
、
２

年
次
の
蔡
紅
蘭（
さ
い
　
こ
う
ら

ん
）
さ
ん
と
孫
雪
潔
（
そ
ん
　
せ

つ
け
つ
）さ
ん
は
山
中
温
泉
老
舗

旅
館「
白
鷺
湯
た
わ
ら
や
」に
て
、

８
月
24
日
（
木
）
〜
28
日
（
月
）
の

５
日
間
住
み
込
み
で
就
業
体
験
を

し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
全
国
的
に
も
観

光
地
と
し
て
名
高
い
山
中
温
泉
の

老
舗
旅
館
で
実
習
す
る
こ
と
で
、

接
客
や
お
も
て
な
し
の
心
な
ど
、

観
光
業
界
の
プ
ロ
か
ら
多
く
を
学

び
ま
し
た
。

そ
の
他
、
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル

で
も
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
コ
ー
ス
の
生
徒
全
員
が
、
大

自
然
の
中
で
の
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
通
し
て
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
８
月
30
日（
水
）

〜
31
日
（
木
）
に
学
年
別
で
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

３
年
生
は
鳳
珠
郡
能
登
町
で

「
海
浜
実
習
」を
行
い
、
ス
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
や
海
で
の
危
険
回
避
、
安

全
性
、
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

２
年
生
は
、白
山
登
山
実
習
で
、

疲
れ
に
く
い
登
り
方
や
下
り
方
か

ら
、
服
装
や
荷
物
の
つ
め
方
・
背

負
い
方
な
ど
を
勉
強
し
、
全
員
山

頂
で
ご
来
光
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

毎
年
進
学
希
望
者
の
多
い
関
西

地
区
の
大
学
見
学
を
８
月
３
日

（
木
）
〜
４
日
（
金
）
の
日
程
で
実

施
し
、
２
年
生
69
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
「
京
都
大

学
・
大
阪
大
学
・
神
戸
大
学
」の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
ね
、
そ
の
雰
囲

気
と
環
境
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と

で
、
将
来
の
進
路
に
対
す
る
意
識

が
更
に
向
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
見
学
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
伝
統
的
な
関
西
の
文

化
に
も
触
れ
る
機
会
と
な
り
生

徒
た
ち
の
良
い
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。

９
月
４
日
（
月
）
〜
５
日
（
火
）

国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
に
お

い
て
、
宿
泊
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
、
野
外
活
動
や

宿
泊
研
修
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
通
じ
て
、
自
然
に
親
し

み
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
や
仲

間
と
協
力
し
な
が
ら
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

活
動
は
、
１
日
目
は
カ
ヌ
ー
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
七
宝
焼
き
な

ど
の
希
望
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
の
活

動
、
２
日
目
は
１
年
生
か
ら
３
年

生
を
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
と
し
、
マ

イ
ス
プ
ー
ン
、
マ
イ
フ
ォ
ー
ク
、

サ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
り
に
取
り
組

み
、
学
校
生
活
と
は
違
っ
た
体
験

を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
年
生
は
、
国
立
能
登
青
少
年

交
流
の
家
で
、
い
か
だ
航
海
・
サ

イ
ク
リ
ン
グ
・
野
外
炊
飯
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

大
自
然
の
中
で
実
習
体
験

関
西
難
関
国
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

宿
泊
研
修

夏
季
集
中
講
義
の
「
野
外
ス

ポ
ー
ツ
演
習
ａ
」
を
８
月
28
日

（
月
）〜
29
日（
火
）、
穴
水
町「
四

季
の
丘
」を
中
心
に
行
い
、
27
名

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
農
業

体
験
で
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
苗
付
作

業
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
収
穫
を
行
い
、

そ
の
他
、
穴
水
湾
で
は
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
も
体
験
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
仲
間
と
協

力
し
な
が
ら
日
頃
大
学
内
で
は
体

験
で
き
な
い
自
然
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

冬
季
は
、
長
野
県
白
馬
に
お
い

て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
実

習
を
行
う
予
定
で
す
。

夏
季
集
中
講
義

野
外
ス
ポ
ー

ツ
演
習

〜
自
然
の
中
で

深
厚
な
生
活
を
過
ご
す
〜

老
舗
旅
館
で

観
光
実
務
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広
く
社
会
や
企
業
の
実
情
を
知

る
こ
と
で
、
仕
事
に
対
す
る
興
味

や
関
心
を
高
め
、
自
ら
の
適
性
や

適
職
を
考
え
る
契
機
と
な
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）。
本

学
で
は
、
３
年
次
生
を
対
象
に

様
々
な
企
業
や
団
体
へ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
勧
め

て
い
ま
す
。

毎
年
夏
に
実
施
し
、
今
年
は
15
名

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
番
の

就
職
活
動
を
前
に
、〝
職
に
就
く
〞こ

と
の
意
識
が
よ
り
高
ま
り
ま
し
た
。

教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ

て
、
教
育
実
習
は
大
き
な
山
場
で

も
あ
り
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
実

際
に
中
学
校
や
高
校
で
実
習
に
入

る
前
に
、
予
行
演
習
を
行
い
、
担

当
教
員
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
お

互
い
に
生
徒
役
に
も
な
り
、
よ
り

わ
か
り
や
す
い
、
よ
り
楽
し
い
授

業
を
め
ざ
し
、
全
員
力
が
は
い
り

ま
す
。

初
め
て
の
授
業
は
と
て
も
緊
張

し
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
る

う
ち
に
、
大
学
で
の
事
前
勉
強
や

模
擬
授
業
の
成
果
が
徐
々
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
習
後
の
、
話
合
い
や
レ
ポ
ー

ト
作
成
に
よ
り
、
今
後
の
課
題
な

ど
が
明
確
に
な
り
、
さ
ら
な
る
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

課
外
活
動
や
学
友
会
の
自
主

的
な
活
動
と
し
て
地
域
の
行
事

に
た
く
さ
ん
の
学
生
が
参
加
・

協
力
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人

た
ち
と
交
流
を
深
め
、
生
き
生

き
と
活
躍
す
る
学
生
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

７
月
か
ら
８
月
に
行
わ
れ
た

「
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
」と「
金
澤
夕

ぐ
れ
ま
つ
り
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ま
た
、

「
ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ
い
し
か
わ
」に

も
毎
年
多
数
の
学
生
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
珠
洲
、
輪
島
、
穴
水
、

片
山
津
、
山
中
、
白
峰
な
ど
へ
も

い
ろ
い
ろ
な
任
務
を
担
っ
て
出
か

け
て
い
ま
す
。

「
私
に
と
っ
て
の
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
」

宮
城
　
善
充（
３
年
次
）

今
回
、
私

は
３
度
目
の

ジ
ャ
パ
ン
テ

ン
ト
で
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約

１
８
０
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
ま
し

た
。
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
は
、
世
界
か

ら
「
日
本
」
を
学
び
に
来
て
い
る
留

学
生
を
石
川
に
集
め
、
日
本
の
文
化

や
、
伝
統
、
ふ
る
さ
と
を
感
じ
て
学

ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
人
員
の
割
り

振
り
や
、
学
生
の
会
議
の
ほ
か

様
々
な
決
め
事
な
ど
色
々
と
仕
事

は
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
雰
囲
気
作

り
が
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、

ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
が
無
事
終
了

し
、「
楽
し
か
っ
た
」「
来
年
も
参

加
し
た
い
」

と
い
う
声
を

聞
い
た
時

は
、
何
よ
り

嬉
し
か
っ
た

で
す
。

県
教
育
委
員
会
の
中
学
生
職
業

体
験
事
業
「
わ
く
ワ
ー
ク
体
験
」

で
、
７
月
24
日
（
月
）
か
ら
28
日

（
金
）ま
で
の
５
日
間
、
鳴
和
中
学

校
の
生
徒
10
名
が
大
学
事
務
局
、

図
書
館
等
で
就
業
体
験
を
し
ま

し
た
。

10
名
の
生
徒
は
、
様
々
な
課
で
の

業
務
を
体
験
し
、
働
く
こ
と
の
意

味
、
大
変
さ
な
ど
を
学
ん
で
く
れ

た
よ
う
で
す
。
中
学
生
の
指
導
を

通
し
て
、
職
員
が
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

中
学
生
か
ら
は
、
仕
事
の
大
変

さ
や
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
将
来
に
活

か
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思

う
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

将
来
に
活
か
す
貴
重
な
体
験

教
育
実
習

〜
教
員
を
目
指
し
て
〜

株式会社
相互移動通信にて

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍

株式会社
アイ・オー・データ機器
にて

８
月
26
日
（
土
）
〜
27
日
（
日
）

に
行
わ
れ
た
24
時
間
テ
レ
ビ「
愛

は
地
球
を
救
う
」の
チ
ャ
リ
テ
ィ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
星
稜
高
校
の
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の
生
徒
と
教
員

合
わ
せ
て
13
名
が
参
加
し
、
イ

オ
ン
金
沢
示
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
前
で
、
暑
さ
の
中
、
声

を
か
ら
し
て
募
金
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

主
催
の
テ
レ
ビ
金
沢
よ
り
星
稜

高
校
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加

鳴
和
中
学
生
が
職
業
体
験
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10 ÇÀ ET LÀ

星
稜
の 

　
大
学
・
短
大
・
高
校
を 

　
　
知
っ
て
も
ら
お
う 

７
月
30
日（
日
）、
第
１
回
目
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
、
多
数
の
受
験
生
や
保
護
者
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務

局
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
多
く
の
学

生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

受
付
・
施
設
案
内
な
ど
を
担
当
し

ま
し
た
。
受
験
生
に
と
っ
て
も
学

生
か
ら
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
31
日
（
月
）
と
８
月
１
日

（
火
）の
両
日
、
学
校
見
学
会
を
行

い
、
約
２,
５
０
０
名
の
中
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分

か
れ
、C

A
M
P
U
S
M
A
P

を

頼
り
に
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
し
な
が

ら
校
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

先
生
方
に
加
え
、
在
校
生
も
交

通
指
導
や
案
内
、
部
活
動
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
練
習
成
果

の
発
表
な
ど
、
高
校
の
ア
ピ
ー
ル

に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

に
開
催
し
ま
す
。
12
日（
木
）ま
で

申
込
み
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

学
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後

５
教
室
に
わ
か
れ
て
模
擬
講
義
を

受
講
し
ま
し
た
。

模
擬
講
義
終
了
後
は
、
在
学
生

と
一
緒
に
昼
食
を
と
り
な
が
ら
懇

談
し
、
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
と
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
最
後
の
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
会
を
、
10
月
14
日（
土
）

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
４
回

の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
第
３
回
に
は
71
名
の

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
大

講
義
室
に
て
学
校
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

上
映
、
大
学
概
要
説
明
、
入
試
概

要
説
明
を
行
っ
た
後
、
在
学
生
の

誘
導
に
よ
る
施
設
見
学
ツ
ア
ー
で

担 当 者模擬授業開 催 日回

高　　賢一 助教授
「人間関係づくりの
改善に向けて」

１０月１５日隻
１０：００～１４：１５

第５回

馬場　　治 教　授「一般入試対策講座」
１２月１６日析
１０：００～１４：１５

第６回

［今後のオープンキャンパス日程］

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

和
や
か
な
雰
囲
気
で
開
催

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
大
活
躍
！

学
校
見
学
会

約
２,
５
０
０
名
が
参
加
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９
月
４
日
（
月
）
〜
５
日
（
火
）

「L
a
s
t
S
u
m
m
e
r

」を
テ
ー
マ

に
星
稜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は「
逆
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
、
そ
の
美
し
い
（
？
）

変
身
ぶ
り
に
会
場
の
目
が
く
ぎ
づ

け
に
な
り
ま
し
た
。

注
目
の
学
園
祭
ラ
イ
ブ
は
、
高

校
生
に
人
気
の
加
藤
ミ
リ
ヤ
。
高

校
生
が
共
感
で
き
る
歌
詞
や
メ
ロ

デ
ィ
ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

各
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
に
同
窓

会
も
加
わ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
催
し
が
行
わ
れ
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

夏
の
終
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
出
を
残
し
た
祭
り
と
な
り

ま
し
た
。

各
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
緊
急
事
態
に

備
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

含
め
た
救
命
行
為
が
で
き

る
よ
う
に
、
日
本
赤
十
字

社
石
川
県
支
部
よ
り
講
師

を
迎
え
、
講
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
７
月
、

８
月
の
計
４
日
間
で
高
校
、

中
学
の
全
教
職
員
が
受
講

し
ま
し
た
。

今
後
も
学
園
の
全
教
職

員
が
対
応
で
き
る
よ
う
随

時
講
習
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。

星
稜
高
校
で
は
、
年
間
を
通
し

て
「
さ
わ
や
か
挨
拶
運
動
週
間
」

「
遅
刻
ゼ
ロ
運
動
週
間
」「
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
週
間
」「
身
だ
し
な
み
ア
ッ

プ
週
間
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
校
全
体
で
取
り
組
み
、
定
期
的

に
く
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
星
稜

高
校
生
と
し
て
の
生
活
態
度
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

星
稜
祭
開
催

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
開
催

６
月
22
日
（
木
）
に
学
友
会
と

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
主
催
に
よ
る
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

１
・
２
年
合
同
の
ク
ラ
ス
対

抗
で
行
わ
れ
、
逃
走
玉
入
れ
、

５
人
６
腕
、
小
綱
奪
い
、
仮
装

パ
ン
食
い
な
ど
、
趣
向
を
こ
ら

し
た
種
目
に
挑
み
ま
し
た
。

女
性
ど
う
し
の
熱
い
戦
い
の

末
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。

７
月
15
日
（
土
）
稲
置
記
念
館

５
Ｆ
講
堂
に
て
「s

in
g
fro
m

o
u
r
h
e
a
rts

」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

１
年
生
の
初
々
し
い
歌
声
、
上

級
生
の
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

や
表
現
力
。
特
に
自
由
曲
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
の
思
い
に
あ
ふ

れ
、
聴
衆
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。

毎
日
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
た
す
ば
ら
し
い
コ
ン
ク
ー

ル
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
に
全
学
生
を
対
象
に
行
っ

た
健
康
診
断
の
結
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
何
ら
か
の
異
常
あ
り
、

も
し
く
は
異
常
あ
り
予
備
軍
の
学

生
が
約
60
％
も
占
め
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
の
生
活
を
継
続
す
れ
ば
、

将
来
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
成

人
病
群
に
入
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
親
元
を
離
れ
て
の
一
人
暮

ら
し
に
よ
る
偏
食（
全
体
的
に
魚
、

野
菜
、
果
物
の
摂
取
率
が
低
い
）

や
不
規
則
な
生
活
が
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
す
。

健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
学
生

に
合
わ
せ
た
食
育
指
導
や
健
康
面

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
心
身
の
健
康

作
り
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

身
だ
し
な
み

ア
ッ
プ
週
間

実
施

健
康
セ
ン
タ
ー
で
食
育
指
導

体
育
祭
開
催
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12 ÇÀ ET LÀ

７月の七夕に合わせて、年長
組がプラネタリウム見学に出か
けました。
初めての体験にドキドキワク

ワク。真っ黒な夜空にワァ～ッ
と浮かび上がった満天の星に、
なんともいえない歓声を上げて
「きれい！」「すっごーい！」と大
興奮でした。
いろいろな星を見つけて星座

のお勉強をしたり、七夕のお話
を聞いたりと、よい経験ができ
ました。

2006年サッカーワールドカップに影響されて、年長組が
各国に分かれてチームを作り、星稜ワールドカップを楽しんだ
り、年中組や年少組がみようみまねでボールを蹴る姿が、今年
の夏はたくさんみられ
ました。
気分は立派なサッ

カー選手！
たのもしいな～

とうれしく見守る先生
達でした。

８月25日「異世代交流活動を通して思いやりの心を育む」
活動の一つとして、お隣の金沢泉丘高校の合唱部のお兄さん、
お姉さんが、素敵な歌を
聴かせてくれました。子
ども達も先生も楽器のよ
うなすばらしい声が織り
成すハーモニーにうっと
り…。いっしょにお絵か
きもしてくれて、夏の１
日にステキな思い出がで
きました。

今年は初めての試みとして盆おどりとフェスタをドッキング
した「ちびっ子夏祭り」を開催しました。子どもたちはお家の
人とぴょんぴょんかえるを作ったり、盆踊りで使ううちわを
作ったりしました。リサイクルコーナーで品定めをするお母さ

んの姿もあり、そ
れぞれが思い思い
の楽しみ方で過ご
し、最後は園庭で
盆踊り…。盛りだ
くさんの夏の夕ぐ
れは、「あ～楽し
かった」と思って
もらえたかな？

６月に入ってすぐプール開きが行われました。
待ってましたとばかり大きな歓声を上げて
水の感触を思いっきり味わう子ども達。
浮き島やビート板、水でっぽう遊びや宝さ
がしゲームなど、水と仲良しになれるアイテ

ムをいろ
いろ工夫
していくうちに子ども達は
どんどん魚 のように。

プール遊びを楽しんで心も
体もたくましくなっていき
ます。

６月の第３土曜日は「親子レクリエーション」の日。
トイレットペーパーの芯を使った工作やフープとりゲーム、
アブラハムの子ダンスを楽
しみました。親子で一生懸
命考えたり、思いきり体を
動かしたり大声で笑ったり、
小さな感動も大きな感動も
一緒に共有できた、すてき
な一日になりました。

６月14日、アスレバルいしかわ2006
に参加しました。これは金沢市と金沢市近
郊の私立幼稚園に通う年長児（41園
1,764名）が集う体育祭です。最初のうち
はドキドキ、ハラハラしていた
子ども達も、他園の子といっし
ょに体操したり綱引きしたりす
るうちにすっかり心もほぐれ、
たくましい笑顔がそこにありま
した。

６月後半、園には組み立て式のプールが突然現れます。びっ
くりした笑顔が見たくて子どもたちが帰った後、先生とバスの
運転手さんが毎年２時間がかりで組み立てるのです。翌日
「わぁ～すごい！プールだ」と駆け寄る子どもの姿に先生たち
は心の中でガッツポーズ。
うれしくてもぐったり、泳
いだり、プールの淵でおしゃ
べりを楽しんだりと、それぞ
れですが、夏が終わる頃には
「水なんて怖くない」になるこ
とは間違いなしです。

★待ちに待ったプール開き★

★年長児アスレバルに参加★

★プラネタリウム見学★

★泉丘高校との交流会★

★ちびっ子夏祭り★

★星稜ワールドカップ★

★親子レクリエーション★

★プール遊び★
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陸上競技部の平野博之さん（１年生）が、７月15日（土）～

18日（火）中国マカオで開催されたアジアジュニア陸上競技選

手権大会の男子10,000m競歩に出場し、見事銀メダルを獲

得しました。また、８月19日（土）に、中国北京で開催された、

世界ジュニア陸上競技選

手権大会10,000m競歩

においても６位入賞を果

たしました。２年後の北

京オリンピック出場に夢

がふくらみます。

９月10日（日）神奈川県平塚市で行われた全日本学生陸上

競技チャンピオンシップ400mハードルで齋藤将さん（４年

生）が51秒09のタイムで優勝しました。

また大図彰さん（３年生）も同種目で３位に入賞し、星稜大

を400mハードルで全国にとどろかせました。

大学No.１を決定する全日本大学駅伝（名古屋の熱田神宮～三

重の伊勢神宮）の北信越一校の予選会が９月23日（土・祝）に行

われ中小田洋介さん（３年生）が、積極的な走りで６位入賞を果

たしました。金沢星稜大学チームも４位入賞と健闘しました。

また、中小田さんは、６位入賞を

受けて、10月９日（月・祝）に行わ

れる第18回出雲全日本大学駅伝に

北信越学連選抜チームとして出場し

ます。応援よろしくお願いします。

７月23日（日）、白山市美川スポーツセンターで行われた日

本空手連合会第４回北信越地区空手道選手権大会において、成

年男子組手試合で山崎城弘さん（３年次）が優勝しました。

また、成年女子組手試合では矢吹　綾さん（４年次）が３位

に入賞し、そ

れぞれ10月

15日（日）に

大阪で行われ

る全国大会へ

の出場権を獲

得しました。

空手道部 全国大会出場

７月４日（火）、岐阜県飛騨市にて合宿中の「ジェフユナイ

テッド千葉」と本学サッカー部が対戦しました。

この対戦は、ジェフユナイテッド千葉から本学サッカー部の

小松崎監督（元Jリーガー）への打診により実現したものです。

イビツァ・オシム監督（現日本代表監督）が見守る中、J1

トップクラスの胸を借

りて挑んだ試合は、２

対６で敗れたものの、

試合後はジェフユナイ

テッド千葉のコーチか

らの激励も受け、サッ

カー部員にとっては貴重

な経験となりました。

サッカー部
「ジェフユナイテッド千葉」と対戦

2006年度春季リーグ戦において、優勝まであと１歩の好

成績をおさめた硬式野球部が、ベースボール・マガジン社より、

今後注目するチームとして取材を受け、全国誌「大学野球（週

間ベースボー

ル）」（９月16日

発行）に紹介さ

れました。

硬式野球部
「大学野球2006」にチーム紹介
される

９月６日（水）に行われた金沢市早朝野球選手権大会決勝

において、ニシナガスポーツを３対２で下し、創部11年目

にして念願の初優勝を果たすことができました。

稲置学園チームは、教職員を中心に卒業生、本学大学生

で構成されています。

金沢市早朝野球
稲置学園チームが優勝

陸上競技部 国内外で大活躍
平野博之選手 アジアジュニア大会銀メダル

世界ジュニア大会６位入賞

中小田洋介選手
全日本大学駅伝北信越予選で６位入賞

齋藤将選手 学生日本一

先頭　平野選手

ゼッケン21 中小田選手
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星稜  I n f o r m a t i o n星 稜  I n f o r m a t i o n

全国高校総体（インターハイ）陸上競技の110mハードルで、

日野勇輝さん（２年）が優勝しました。

陸上部のインターハイ優勝者は３人目。

８月７日（月）、顧問の親谷教諭とともに理事長に優勝報告を

し、「厳しい暑さだったが、自己新記録で優勝できてうれしい。

秋の国体でも優勝を狙いたい」と笑顔いっぱいで話しました。

８月末には、韓国で開催される日本・中国・韓国３か国対抗

陸上競技大会に、日本代表として出場しました。

ワンコインで誰もが受講可能なカルチャー講座。気軽に楽し
く、よりためになる情報の発信を目的に、今年5月からスター
トし、様々なテーマで開催しています。

星稜エクステンションセンターは、在学生及び卒業生の各種
資格取得、国家試験合格に寄与するための補助的教育事業を展
開するとともに、様々な講座を開講することで、一般の方にも
生涯学習の場を提供しています。後期からもWord、Excel、
社会保険労務士、ファイリングデザイナーなど人気の講座を開
講。詳しくはTEL 253-0867又はhttp：//www.seiryo-
u.ac.jp/extension/index.htmlをご覧下さい。

この公開講座は、リカレ
ント教育の一環ならびに教
育研究成果の公開や教育施
設・設備の活用などによ
り、地域社会により開かれ
た短大を目指すものとして
開催しています。

［今後の星稜ワンカル講座日程］（場所：金沢星稜大学）

※講師・教室は都合により変更になる場合があります。

１３：００～１５：００１０月７日析
教育職員のためのファイリング
システム　　－基本と実践－

第４回

講師：社団法人日本経営協会・経営センター　主任研究員　石島　正勝 氏

１３：００～１５：００１１月１１日析株って何？第５回

講師：金沢星稜大学大学院研究科長　原　　耕平 氏
（元　大和総研調査部　経済調査部長）

陸上部
日野勇輝選手 全国優勝

○陸上部 男子　総合優勝
男子は9種目で優勝
（４×100mリレー、10mハードルともに大会新）

女子　総合２位
女子は５種目で優勝

○テニス部男子 団体優勝
ダブルス　準優勝

○テニス部女子 団体優勝
シングルス　優勝・準優勝
ダブルス　優勝

県新人戦（前期）
テニス部、陸上部優勝

星稜女子短期大学より

OPEN THE DOOR 2006
開催のお知らせ

まだ間に合う！後期開講講座

星稜エクステンションセンターより

星稜ワンカル ～学生気分で学びませんか～

学園祭情報

★金沢星稜大学「流星祭」
10月27日（金）～29日（日）
テーマ：“和（なごみ）” ライブ：Sun Set Swish

★星稜女子短期大学「星短祭」
10月28日（土）～29日（日）
テーマ：“革命” お笑いライブ：猫ひろし

模擬店やビンゴ大会など楽しいイベントが盛りだくさんです！ 是非、ご家族そろってお越し下さい。

［今後のOPEN THE DOOR 2006日程］

水谷千鶴子 教授■教養講座「ヘーゲル『美学講義』を読む」

場所：長町研修館日時：１０/１５隻　１３：００～１７：００

大森　重宜 教授■教養講座「トップアスリートの体力と気力」

場所：星稜女子短期大学日時：１０/１３昔　１９：００～２０：３０

辻　　建一 講師■教養講座「必ず役立つ旅行英会話」

場所：星稜女子短期大学日時：１０/１４析　１３：３０～１５：３０

沢野　伸浩 助教授■教養講座「Linuxを使ってみよう」

場所：星稜女子短期大学日時：１０/１７惜～１９斥　１８：００～２０：００　定員：５名

青木真知子 教授■教養講座「文章表現実習」

場所：星稜女子短期大学日時：１０/２８析　１０：３０～１２：００

m009_P0002685_サエラ  06.10.5  5:53 PM  ページ14



星稜幼稚園 
　2日（月） 願書受付 

　3日（火） 年中遠足 

　6日（金） 年少遠足 

13日（金） 年長遠足 

　2日（木） シルエット劇 

　9日（木） 年中観劇 

　7日（木）～8日（金）　表現あそびの会 

19日（火） クリスマス会 

22日（金） 終業式 

10月 

11月 

12月 

星稜泉野幼稚園 
　2日（月） 願書受付 

　3日（火） 年中遠足 

　4日（水） 年少遠足 

10日（火） 年中参観 

11日（水） 年長参観 

13日（金） 年少参観 

28日（火）～29日（水）　表現会 

16日（土） 同窓会 

21日（木） ハローサンタの会 

22日（金） 終業式 

 

 

10月 

─10月５日　学園創立記念日─ 

11月 

12月 

星稜中学・高等学校 
16日（月）～17日（火）　中間試験（中学） 

18日（水）～21日（土）　中間試験 

23日（月） 追試 

25日（水）～27日（金）　修学旅行（中学） 

　9日（木）～12日（日）　新人大会（後期） 

　8日（金）～12日（火）　期末試験 

13日（水） 追試 

18日（月）～19日（火）　体育大会 

19日（火） 保護者懇談会（3年） 

20日（水） 再試　保護者懇談会（～12/21） 

22日（金） 終業式　全国大会激励会 

23日（土） 補習B　補充授業A（～12/27） 

28日（木）～30日（土）　スキー教室 

　5日（木） Seminar Community 

14日（土） 第５回キャンパス見学会 

28日（土）～29日（日）　星短祭 

11日（土） 推薦入試 

25日（月）～26日（火）　補講日　 

25日（月） 冬期休暇開始（～1/10） 

星稜女子短期大学 

15日（日） 第5回オープンキャンパス 

27日（金）～29日（日）　流星祭(休講) 

11日（土） 推薦入試 

16日（土） 第6回オープンキャンパス 

25日（月） ゼミナール大会発表 

26日（火） 冬季休暇開始（～1/8） 

金沢星稜大学 
10月 

10月 

10月 

11月 

12月 

11月 

12月 

11月 

12月 

あ と が き 

　今回の発行にあたり、月ヶ瀬の取材に同行しました。先代の理事長とは、ほとんど話をする機会がありませんでしたが、月ヶ瀬

を訪問し、田中喜隆さんから話を聞くうちに、先代理事長と学園をより深く知ることができ、嬉しく思いました。 

　緑豊かでゆっくりとした時間の流れを感じさせてくれる月ヶ瀬。その中で、生き生きと月ヶ瀬と先代理事長について語ってく

れた田中さんの表情が、とても印象的でした。何十年にもわたり、遠くから常に「星稜」を応援してくれていることに感謝したいと

思います。 

　いよいよ平成18年度後半のスタートです。これからも皆様のご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人本部法人課長 春本 裕雄 

表紙：上／稲置記念館５Fホールの緞帳　下／月ヶ瀬文化センターの緞帳 

m009_P0002685_サエラ  06.10.6  0:57 PM  ページ15




